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本日のアジェンダ

2025年3月期 第３四半期決算について

東和銀行の取組みについて
～長期ビジョンと中期経営計画ついて～

２



東和銀行の取組みについて
～長期ビジョンと中期経営計画～

３



●パーパスと企業理念体系

４



●ビジネスモデル

５

●お客さまを起点とした「ＴＯＷＡお客様応援活動」を通じて、地域のお客さまに様々な価値を提供することで、地域経済を
はじめ、株主、従業員に対して更なる価値を生み出す

●当行の収益力を高め、「ＴＯＷＡお客様応援活動」を加速させることで、このビジネスモデルの持続可能性を高める



●長期ビジョンと中期経営計画の位置づけ

６

ともに豊かな未来を創造する
～「TOWAお客様応援活動」の進化に向けて～

2009年9月～2024年3月末
中期経営計画「プランフェニックス」

TOWAお客様応援活動の強化・深化

～2030年3月末
第2次中期経営計画

～2033年3月末
第3次中期経営計画

1st STEP

2nd

STEP

3rd

STEP

TOWA Future PlanⅠ

2024年4月～2027年3月末
第1期中期経営計画

資本効率性 収益力 健全性

ROE

7％を上回る水準

コア業務純益

120億円 以上

自己資本比率

10％台



●中期経営計画「TOWA Future Plan Ⅰ」の概要

７

基本戦略 Ⅰ

TOWAお客様応援活動の強化・深化

アウトプットを加速させるための「土台」となる具体的施策

お客さまや地域に対してアウトプットする具体的施策

基本戦略 Ⅱ

ビジネスモデルを支える態勢の強化

基本戦略 Ⅲ

ローコスト・オペレーションの確立

基本戦略 Ⅳ

責任ある経営体制の確立

▶真の資金繰り支援

▶本業支援

▶経営改善・事業再生支援

▶資産形成支援

▶業務の選択と集中

▶人的資本向上に向けた取組

▶DＸの推進

▶SDGsの取組み

▶効率的な店舗運営 ▶異業種・他行とのアライアンス

▶ガバナンス態勢の強化

▶リスク管理体制の強化

▶IR・統合報告書等の充実



●土台となる具体的施策①

８

TOWAリテールセンターを本部に新設し、これま
での支店渉外業務における「事業者支援業務」
と「資産形成支援業務」を分離

これまでのマイホームセンター、ローンコールセン
ターとあわせて、分業体制を確立

支店渉外業務の分業化 今後の分業体制

：新設

▶基本戦略Ⅱ
業務の選択と集中

▶基本戦略Ⅱ
人的資本向上に向けた取組

▶基本戦略Ⅳ
IR・統合報告書等の充実

▶基本戦略Ⅲ
効率的な店舗運営



●土台となる具体的施策②

９

女性の活躍に向けた取組み シニア人財の活躍促進

キャリアアップに
関するセミナーの開催

単線型の人事コースおよび
業務の専門性を高め
キャリアの選択肢を増加

効率的な業務運営による
働きやすさ向上

嘱託行員の処遇改善

シニア行員の活躍
フィールドの拡大

採用手法の多様化

エンゲージメント調査
による把握と改善

従業員エンゲージメントの向上

ダイバーシティ＆
インクルージョン

ウェルビーイング

人財力の強化

積極的な中途採用

アルムナイ採用

リファラル採用

専門人財コースの新設

人財育成

行員のスキルの可視化

高度資格取得の促進

行員のリスキリング

２．ベースアップの実施（2025年４月実施予定）

対象者 全役職員

実施内容 平均８．８％程度（定期昇給を含む）

１．人財戦略における具体的な施策

あわせて、定年退職により継続雇用嘱託となった職員の処遇の見直しについても実施する方針。

▶基本戦略Ⅱ
業務の選択と集中

▶基本戦略Ⅱ
人的資本向上に向けた取組

▶基本戦略Ⅳ
SDGsの取組み

▶基本戦略Ⅲ
効率的な店舗運営



●土台となる具体的施策③
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▶基本戦略Ⅱ
業務の選択と集中

▶基本戦略Ⅱ
人的資本向上に向けた取組

▶基本戦略Ⅳ
IR・統合報告書等の充実

▶基本戦略Ⅲ
効率的な店舗運営

✓ 複数店舗同士のグループ化（特化店化）による店舗体制の見直し

１．店舗体制の整備

上尾支店南砂・深川・葛西支店

２．クイックカウンターの導入
✓ 2024年12月で予定していた50店舗への導入を完了

設置されたクイックカウンター お客さま自身が操作



●土台となる具体的施策④
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▶基本戦略Ⅱ
業務の選択と集中

▶基本戦略Ⅱ
人的資本向上に向けた取組

▶基本戦略Ⅳ
IR・統合報告書等の充実

▶基本戦略Ⅲ
効率的な店舗運営

１．株主・投資家、従業員との対話

２．統合報告書の充実

▶ 2024年6月 決算説明会（IR）を初開催▶ 頭取と行員との座談会を定期的に開催

▶ 2023年度～
投資家の東和銀行への理解に向けて
「統合報告書」を公表



2 0 2 5 年 3 月期 第３四半期決算について
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●2025年3月期 第３四半期決算 ー預貸金の状況ー
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8,818
9,188 9,264 9,276 9,413

9,739

3,539
3,534 3,612 3,712 3,738

3,754

2,233
2,332 2,405 2,660 2,644

2,603

0

5,000

10,000

15,000

2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2024/12

地方公共団体

個人ローン

事業性貸出（うち中小企業向け）

主体別 貸出金残高（末残）の推移

(8,018)

14,590
15,054 15,281

15,648

（億円）

(7,613) (8,217) (8,214) (8,309)

都県別の貸出金残高（2024/12）

（億円）

埼玉県
3,042

15.6％

栃木県

13,027

66.6％

東京都
2,823

14.5％

15,795

その他

埼玉県
5,489

34.10％

群馬県
5,807

36.08％

東京都
4,588

28.50％

その他
211

1.32％

(8,489)

16,097



●2025年3月期 第３四半期決算 ー預貸金の状況ー
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主体別 預金残高（末残）の推移

15,325 15,894 16,030 16,021 15,967 16,044

4,257

4,918 5,072 5,123 5,110 5,395

235

239 266 310 456
564

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2024/12

個人 法人 公金・金融
（億円）

19,818

21,053

21,534
21,368

21,455
22,004

都県別の預金残高（2024/12）

（億円）

その他

埼玉県
9,844

44.74％

群馬県
10,091

45.86％

東京都
1,667

7.58％

栃木県
400

1.82％



●2025年3月期 第３四半期決算 ー通期業績予想との対比ー
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【連 結】 2025/3

経常利益 20

親会社株主に帰属する当期純利益 15

【単 体】 2025/3

業務粗利益 247

資金利益 220

役務取引等利益 27

その他業務利益 1

経費 209

実質業務純益 37

コア業務純益 37

業務純益 37

経常利益 20

当期純利益 15

＜信用コスト＞ 29

通期業績予想（A）

2024/12

30

19

2024/12

185

166

19

0

152

33

33

32

30

19

10

差額 進捗率

10 150％

4 126％

差額 進捗率

△62

△54

△8

△1

△57

△4 89％

△4 89％

△5 86％

10 150％

4 126％

△19

（億円）足元実績（B） 進捗（B）-（A)

※表上での計算

〇

〇

〇

〇

✓損益関連指標は既に通期業績予想を上回る水準



●利益剰余金と自己資本比率について （2024年12月期まで）
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1,216 1,229 1,221 1,242 1,240

1,119
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（%）（億円）

公的資金
返済



（2024年3月31日現在）

店舗数 ※ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾈ ｯ ﾄ 支 店 等 を 除 く

群馬県

埼玉県

東京都

栃木県

3 6

4 1

8

3

●東和銀行の店舗網

17



●東和銀行の概要
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●東和銀行の沿革
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